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３．議事 
 （１）工事の進捗状況と工程精査の結果について 
 （２）意見交換 

４．議事概要 
（事業者より説明） 
○想定以上に脆い地盤でのトンネル掘削、掘削土に含まれる自然由来の
重金属の処理等、課題を有する工事箇所が点在しており、開通予定時
期の見直しが必要となった。 
⇒トンネル掘削にあたっては、施工時及び開通後の安全性に配慮し、
地盤の崩落防止対策やトンネル構造を強化する追加対策を実施。 

⇒重金属土の処理については、処分先確保等の状況を踏まえ、安全対
策に万全を期した施工を実施。 

○これらの課題に対する追加対策等を踏まえて、工程を精査した結果、
新たな開通時期の見通しについては、以下のとおり。 
①新清水 JCT～富沢 IC、富沢 IC～南部 IC、下部温泉早川 IC～六郷 IC
は、平成３０年度開通の見通し。 

②南部 IC～下部温泉早川 IC は、平成３１年度開通の見通し。 
○ただし、富沢 IC～南部 IC、南部 IC～下部温泉早川 IC は、トンネルの
進捗が順調な場合。 

○また、富沢 IC～六郷 IC では、これらの課題に対する追加対策等によ
り、全体事業費が約６００億円の増額となる見込み。 

○引き続き、各自治体の協力を頂きながら、一日も早い開通に向けて事
業を推進していきたい。 

（意見交換） 
○山梨県より、開通時期の延期及び事業費の増額については、難工事に
伴う技術的な理由であることから理解する旨のコメント。 

○沿線自治体より、当該区間の一日も早い完成に向け努力するよう意見
が出されるとともに、引き続き、種々の課題について、関係者と共有
しつつ、工事用車両の通行に伴う地元調整など、地元として協力して
いく旨が表明される。 
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